第33回フレンドシップキャンプ　通しユニット会　プログラム立案資料
青木治雄(のびた)

プログラム立案の流れと本キャンでの動き
プログラム立案の流れと、本キャンでのプログラム関連の評価と改善について説明します！
· 本キャンまでの計画
本キャンの計画は主に、５日間のグループの計画を１日ごとに立てる“プログラム管理シート”と、詳細な計画を立てる必要がある場合に使用するプログラムシートの2種類を使って行います。
● GLのおしごと

GLは、はじめにグループ目標を設定します。そして、グループ目標に沿って、キャンプ５日間の１日ごとの方針を決めます。５日間の流れが決まったら、細かいスケジュールを決めていきます。このとき、詳細なやりたいことをスケジュールに当て込んでいくのと同時に、どのような目的・ねらいがあってそのプログラムを行うのかを、良く確認して、スケジュールの欄に書き込んでおきましょう。こうすることで、評価・改善が行いやすくなり、不測の事態がおきて、プログラムを変更する場合も、代替案が考えやすくなります。比較的簡単なプログラム（例えば、ボール遊びや簡単なクラフト、旗づくりなど）に関しては、注意事項や備品も含め、このシートに書いてしまいましょう。プログラムシートの記入が必要なプログラムは、できるだけＰＬに頼むようにしてください。もちろん、余力のある場合は大掛かりなプログラムを計画しても構いませんが、Ｇの５日間の目標や流れを決定することを優先してください。

● PLのおしごと
　ＰＬは、プログラムの計画と運営を中心に行います。プログラムシートを使って、大掛かりなプログラム（野外調理やユニット全員でのレク会、運動会など）の計画を行います。プログラムのアイディアは、ユニットスタッフの方から、プログラムを提案することもできますし、GLから提案することもできます。ただ、いずれの場合も、グループの５日間の流れと１日ごとの目的とねらいに沿ったプログラムでなければなりません。ですので、PLといっても、GLと良くすり合わせを行って計画する必要がありますし、Gの方針を良く理解しておく必要があります。PLはプログラム専門でプログラム計画のみを行うリーダーではなく、グループを活性化させ、ユニットの色を作る中心的な役割を担っています。
ここで、プログラムの種類別に大きく２つに分類しておきます。
· 大型プログラム

プログラム管理シートでは書ききれない規模の備品や注意事項が必要なプログラムや、PLの人数が多数必要なプログラム、G合同ユニットプログラムなど。
· フリープログラム

フリープログラムは、「実際にやるかはわからないけど、楽しそうだからストックしておきたいアイディア」をプログラムシートに記入したものを言います。本キャン中に急なプログラム変更が必要になったときも、目的さえ合致すれば代替プログラムとしてフリープログラムを使えます。
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The 3rd Friendship Camp




· 本キャン中の評価と改善
· 統合キャンプと“自発創成”
FCは、障がい児と健常児の統合キャンプです。全体打ち合わせ会で一度メンバーとは会っていますが、実際にキャンプに行くと予測していなかったことが起こったり、計画段階どおりにプログラムが進まないことがあります。そのため、キャンプではメンバーの関係性や体力、天候などにより５日間の流れを軌道修正することがあります。今年のFCのコンセプトに『自発創成』というものがあります。これは、“自発：自ら進んで行なうこと”と“創成：初めてつくり上げること”をを合わせ、『自ら進んで（今までに無いはじめての）キャンプをつくろう！』ということを意味しています。つまり、リーダーであるみなさんが計画したキャンプをメンバーに提供するだけではなく、本キャン中にメンバーから出てくるであろう様々な“声”を、いかにして取り入れキャンプを作っていくのかが重要になってきます。また、このメンバーの声はメンバー自ら発しているかもしれませんが、リーダーが注意深く意識していないと気が付かないような事もあるでしょう。
· 夜のリーダー会での評価と改善　　～目的はしっかり！アプローチは柔軟に！～
本キャンでは毎晩、メンバーが就寝した後に、夜のリーダー会を行ないます。この時間に、その日の評価をメンバーとグループの目標に対して行ないます。そして、その評価をもとに次の日の計画を必要に応じて改善（変更）をしていきます。具体的には以下のような流れで行ないます。
1 まず、GL、PL共にパーソナルレコード（パーレコ）の記入を行ないます。GLは自分のグループのメンバーについて、PLは関わりをもったメンバーについてできる範囲で記入しましょう。GLはプログラム計画シートの“評価”の部分も記入してください。
2 次に、ユニット内でその日の評価をシェアします。パーレコに書いた内容で特にユニット内で共有する必要のある情報も、この時間に連絡します。

3 GL、PLと一緒に、次の日の計画を確認します。次の日のプログラム管理シートの“方針”・“注意事項”の欄をみて、この日の評価と照らし合わせ、G目標を達成するために変更する必要があれば、この時間に“次の日の方針”の修正を行ないます。また、方針の変更に伴い、プログラム自体を変更する場合があります。ただし、プログラムを変更するといっても、ゼロから計画し直すのは大変です。この時に、大活躍なのが“フリープログラム”です！GLだけではなくPLやUSとも協力して、次の日のプログラムを決めてください。目標をしっかりと見据えつつ、目標へのアプローチであるプログラム内容は臨機応変に変えていきましょう！
4 最後にもう一度、ユニット全体で次の日の計画をおさらいと、スタッフからのアナウンスを行います。

5 夜のリーダー会は終わりになります。おやすみなさ～い！
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パーソナルレコード


パーソナル評価・改善





目的・ねらいに合ったプログラムを提供する
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